


























































第 2章 分類学的地位 
形態的差異で区別される「スジハゼ」3 タイプが独立した種であることを検証するため，
宮城県，京都府，鹿児島県でそれぞれ同所的に採集された各種計 32個体，総計 96個体を用

















第 3章 成魚の分布と生息環境 
日本列島沿岸域におけるスジハゼ複合種群各種の地理的分布を明らかにすることを目的


















第 4章 生活史 
スジハゼ複合種群各種の生活史特性を明らかにし種間で比較することを目的とし，舞鶴


























は，2011 年 5 月から 10 月に若狭湾の支湾である舞鶴湾の 9 地点において，2012 年 4 月か
ら 10 月に若狭湾西部海域の 11 点で行った．また，日周鉛直分布調査は，2012 年 6 月に舞












第 6章 遺伝的集団構造とその形成にかかわる生態的特性 
 スジハゼ複合種群の遺伝的集団構造を調べるため，日本列島周辺海域のほぼ同所的な 24，
23，22地点からそれぞれ採集された各種 172，146，143個体を用い，ミトコンドリア DNA
の cyt b領域の部分塩基配列 800 bpを決定した．種ごとに採集地点間の遺伝子流動の制限に
ついて調べた結果，ツマグロスジハゼとスジハゼでは地点間で遺伝子流動が制限されてい
るのに対し（ΦST = 0.286, P < 0.001; ΦST = 0.157, P < 0.001），モヨウハゼでは有意な制限が検
出されなかった（ΦST = 0.012, P = 0.140）．また，種ごとにハプロタイプネットワークを作成
し SAMOVA（Spatial Analysis of Molecular Variance）を行ったところ，ツマグロスジハゼとス
ジハゼでは地域個体群が明瞭なグループ構造を示し，地理的な集団構造が強く見られたの
に対し（ΦCT = 0.348, P < 0.001; ΦCT = 0.222, P < 0.001），モヨウハゼでは地理的な集団構造が
















第 7章 総合考察 
沿岸生物の遺伝的集団構造の形成・維持機構には，単一の生態的要因ではなく，生活史
特性，生息環境，行動などの様々な要因が複合的に関わっていると考えられる．したがっ
て，遺伝的多様性保全の観点から資源管理単位の設定や海洋保護区の設置など，種内集団
間の遺伝的差異と遺伝子流動による集団間のつながりを考慮する際には，様々な生態的側
面から対象種の遺伝的集団構造を検討する必要がある． 
